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モ ン ゴ ル 年代記がチ ベ ッ ト年代記 に与えた影響につ い て

特にモ ン ゴ ル の祖先説話を中心 と して

石 　濱　裕美子

は じめ に

　 チ ベ
ッ トの 仏教文化は 元朝以 降，チ ベ ッ トの 北 に位置

す る モ ン ゴ ル に 大 きな 影響 を与 え た 。 その た め
， 『元朝

秘 史』 （以下 NT ）を除 くモ ン ゴ ル 年代記 にチ ベ
ッ ト文

献 の 影響が強く見られ る こ とは従来 か ら知 られ て い る こ

とで あ る （註 1）、 しか し，本稿 に お い て は こ の 逆，即

ちモ ン ゴ ル年代記 が チベ ッ ト年代記 に与えた影響 に つ い

て述べ て み た い と思う。

　結論から先 に述べ る と，チ ベ
ッ ト年代記 に お い て 同

一

の 対象を扱 っ た部分を比較す る と，17世紀 以前 の チ ベ ッ

e ト年代記 （『赤冊』 （以 下 HDT ），『王統明示鏡』 （以下

GRM ），『青刪 （以下 DNG ），『新赤冊亅 （以下 DMS ），

『賢者 の 宴』 （以 下 KGT ）等 の，元 朝と直接交渉 の あ っ

た サ キ ャ 派，カ ル マ 派の 年代記〉と18世紀以降 に成立 し

た チ ベ ッ ト文年代記 （註 2 ）（「パ クサ ム ・ジ ョ ン サ ン 』

（以 下 PSJZ ）， トガ ン ・ロ サ ン ・チ ュ
ーキ ・ニ ーマ の

『
一

切宗義善説 水晶鏡」 （以 下 TGM ），ジ ク メ
・リ ク

ペ
ー・ドル ジ の 『モ ン ゴ ル 仏教史』（以 下 HBC ）等ゲ

ー

ル ク派 の もとで 成立 した年代記）で は物語 の 本筋にも関

わ る説話 の 記述が大 きく相違 して い る こ とが分か る。一

方17世紀頃か らモ ン ゴ ル 地 方 で モ ン ゴ ル 年代 記 が 次 々 と

成立 したが，そ の 作者は執筆にあた り17世紀 以 前 の チ

ベ ッ ト文献を手に して い なが らそ こ に 書かれて い る記述

を と らず，独 自の 史料 に 基づ い て 著作 を行なっ た。とこ

ろ が こ の モ ン ゴ ル 年代記 の 記述 と18世紀以 降に 成立 した

チ ベ
ッ ト文年代 記 の 記 述 は非 常 に よ く合 致 す る の で ある 。

こ の こ とか ら，モ ン ゴ ル 年代記 は 18世紀以降に 成立 した

チ ベ ッ ト文年代記 に影響 を与えたの で は ない かとい う推

測 が 可能 に な ろ う。本稿で は 18世紀以降の チベ
ッ ト文年

代記 に こ の ような変化が 生 じた の は，モ ン ゴ ル 年代記特

に 『エ ル デ ニ ・イ ン ・トプ チ』（以 下 ET ）の 影響 に よ

る 可能性が あ る こ とを指摘 したい と思う。

　但，19世 に入 るとモ ン ゴル 年代記にも漢文資料を用い

る こ とに よ り資料 を比 較 して 列記す る 姿勢が よ うや く現

れる 。 本稿で 言及す るモ ン ゴ ル 年代記 とはせ い ぜ い 18世

紀前半 くらい の もの まで と したい 。また，オ イラ トの 年

代記 は その構成が ハ ル ハ や 内モ ン ゴ ル の もの とは全 く異

な る の で，こ こで は対象 と しない こ ととす る。

　 そ れ で は 以上 述べ た 結論の 論証 を行 な っ て み た い と思

う。問題 の性質上 モ ン ゴ ル年代記とチ ベ ッ ト年代記 が 同

じ対象を扱 っ た 部分 を取 り上 げる こ とが 有効 と思 わ れ る

の で，以 下 の 4 つ の 項 目　　 1．チ ベ
ッ ト・モ ン ゴ ル 同

祖論 。 2 ．チ ン ギス ・ハ
ー

ン の ク ン ガーニ ン ポ招請。3 ．

ゴ ダ ン の ハ ン 即 位 。4 ．チ ン ギ ス ・ハ ン の 祖 先系 譜 に見

られ る歪 み 。 　　 に絞 っ て 17世紀以前 ・以後の チペ ッ ト

年代記 の 対照
・
比較 とモ ン ゴ ル 年代記 の 記述の 検討を行

な っ て 行 きた い。こ れら 4 項 目 は，17世紀以前の チ ベ
ッ

ト年代記 の い ずれ に も見ら れ な い が，18世紀以 降の チ

ベ ッ ト年代記 とモ ン ゴ ル 年代記 に は存在す る 説 で あ る 。

紙数 の 限 りもある の で
， 第 4 項を詳説 し残 る 3項 目は 簡

単 に触れるに とどめたい 。

1．チベ ッ ト・モ ン ゴル 同祖論

　17世紀以前 の チ ベ ッ ト年代記 に は，チ ベ ッ トとモ ン ゴ

ル の 王 家 の 血 筋 を繋げ る記述 は存在 しな い が
，
ET を始

め とす るモ ン ゴ ル 年代記 と18世紀以降に 成立 したチ ベ
ッ

ト文年代記 PSJZ ，　 HBC に は，吐蕃 王 家 の 始祖 ニ ャ
ー

テ ィ
・

ツ ェ ン ポ （gNya
’khri　btsan　po ／Kifjtigtin　 san ．

daltu　qaγan ）王 か ら数 え て 七 代 目の ス ィ プ テ ィ
・

ツ ェ

ン ポ （Srib　khri　btsan　po ／Altan　sandaltu 　qaγan ）の 三

子 の うち シ ャ チ （Sha　khri／B6rte　cinu ）とい う名の も

の が コ ン ポ地方 か らモ ン ゴ ル の 地 に来て モ ン ゴ ル の 王家

の 始祖ボ ル テ ・
チ ノ に なっ た とい うチベ ッ ト

・
モ ン ゴ ル

同 祖 説 話 が 存 在 す る （ET ，
　 pp．71−72，　 PSJZ ，

300b7−301a2）o
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2．チ ン ギス ・ハ ーン のク ンガーニ ンポ招賄。

　17世紀以前 の チ ベ ッ ト年代記 に よ る とチ ペ ッ ト仏教 の

一
派サ キ ャ 派が モ ン ゴ ル と本格的な交流 を始 め るの は

，

グユ ク ・
ハ ンの弟ゴ ダ ン と，サ キ ャ 派の 高僧サ キ ャ

・パ

ン デ ィ タ との 邂逅 か ら と され て い る。しか し，モ ン ゴ ル

年代記は こ の 関係をチ ン ギ ス に まで 遡 らせ，その接触 の

対象もサ キ ャ
・パ ン デ ィ タ よ り二 代遡 るサキ ャ 派 の 座主

ク ン ガー・ニ ン ポ とす る 。
こ の チ ン ギ ス よ る ク ン ガ ーニ

ン ポ 招請説話 は，ET を始め とする モ ン ゴ ル年代記 と18

世紀 に 成立 した PSJZ
，
　 TGM ，　 HBC に現 れ る 。 以 下 の

資料は ET と PSJZ の 当該箇所 の 対訳で あるが ，
　 ET の

方が多少詳しい とはい え，物語の構成がほ ぼ
一

致 して い

る こ とが 読 み 取 れ る と思 う （註 3＞。

　　　それから， ［チ ン ギス ・ハ
ー

ン｝45才の 丙寅年 に，

　　チ ペ
ッ トの ク ン ガー・ドル ジ （KUIge　dorji）王 の

　　 もと へ 出馬 した 時に，チ ベ
ッ トの ハ ン は ニ ル フ

　　（Nilqu）とい う名 の ノ ヤ ン を始め とする300人 の 人

　　に よ っ て
， 多 くの らくだ ・貢物 を献 じて

， 「降伏 し

　　よ う」と使者を派遣 した。ナ チ ン ・ツ ァ イダム に お

　　 い て ，主 （チ ン ギ ス
・ハ ン ）と出会 うと，主は許さ

　　れて ハ ン と使者二 人に対 し，多量 の 贈物 を与えて 帰

　　 した。主はサ キ ャ の チ ャ ク翻訳家 ア
ー

ナ ン ダ ・ガ ル

　　バ （ク ン ガー・ニ ン ポ）とい うラ マ に，次の よ うに

　　手紙 を献 じて，ニ ル フ
ー・

ノ ヤ ン を折 り返 し派遣 し

　　 て ，「汝を招 くこ とに なろ う。 ［しか し］私の 世間で

　　行な う仕事が 未完で あ る ため に
， ［今 は］招 くこ と

　　は で きなV   私は こ こか ら汝を信仰する 。 汝はそこ

　　か ら
， 私 を護 れ」 と書 を与 えた。そ の ように して，

　　 ガ リ三県より以東 ， 三県八十八万黒チベ ッ ト国を降

　　 したの で あ る。（ET，　 pp ．111−112＞

　　　45才 の 時 に，チ ベ
ッ トの ウ に 至 っ た時，摂政

　　ジ ョ
ーガー （Jo　dga

’
）と ッ ェ ル派の ク ンガー・ドル

　　ジ ェ （Kun 　 rdor ）等 が 迎 え て ，盛大 な宴会を行

　　な っ て ， ガ リ三 県とウ ・ツ ァ ン 四翼 ，
ロ カ ム （lho

　　khams）三県
一

切を献 じた。それから，ツ ァ ン の サ

　　 キ ャ に い る ラ マ ，ク ン ガー・ニ ン ポ に贈 物 と と も に

　　手紙 を使者 に托 して，「今 は，若干 の 王政 の 仕事に

　　属す る 軍事上 の 仕事が 未完なの で ，それが終 っ た 時

　　に．汝 が息子 と と もに モ ン ゴ ル 国 に お い て 勝者の 教

　　えを広 め る よ うに 」 と仰 っ た の で，彼自身に は実際

　　に会わなか っ たけれども， 遠 くか ら ラ マ と して 信仰

　　 して チ ベ
ッ トの民全 て を税から解放 して ， ウ ・ッ ァ

　　 ン の 三依，僧伽に供養な さ っ て，仏教 の 施主 ・法王

　　 とな っ た （PSJZ，302a6−bl）

3．ゴダン の ハ ン即位

　DMS を除 く17世紀以前 の チ ベ
ッ ト年代記 に は （石浜

1986，p．186），オ ゴ タ イ ・ハ ン の 子 ，ゴ ダ ン が モ ン ゴ

ル の ハ ン と して 即位 した記述 は ない
。 しか し，ET を始

め とす る モ ン ゴ ル 年代記 と 18世紀以 降 に成立 した PSJZ，

TGM ，　 HBC に は そ れ が存在す る。以下 の 資料 は，　 ET

と PSJZ の当該箇所の対訳 で あ る。短い 資料 で あ るが，

文 の 構成 に始 ま り，
生 まれ た年，即 位 の 年 月 日が

一
致 し

て い る こ とが判ると思うg

　　　その 子はグ ユ ク，ゴ ダ ン の 二 人で ある。兄 は グユ

　　クとい う。 乙 丑 年 に生 まれ，29才の 時の 癸 巳年に ハ

　　 ン 位 につ い た 。 六 ヶ 月 た っ た その 同年に死 ん だ。彼

　　の 弟 は ゴ ダ ン とい う名前 で ，丙寅年に生 ま れ，29才

　　の 甲 午 年 に ハ ン 位 に つ い て ，　（後 略）　（ET ，

　　pp．133
−134）

　　　その の ち，彼 の 息子グユ ク と ゴ ダン ニ 人 の うち前

　　者 が 乙 丑 年 に生 ま れ，癸 巳年 に 六 ヵ 月在位 し た 。 そ

　　の の ち ゴ ダ ン が 丙寅年に生 まれ甲午年に王座 に つ い

　　た。（後略）（PSJZ，303a3−4）

　以 上 3 つ の 例を簡単に 検討 した が ，
こ れ らの 検討 を通

じて 17世紀以前に成立 をみ たチ ベ
ッ ト年代記 と，

18世紀

以 降 に 成立 をみ た チ ベ ッ ト文年代記 の モ ン ゴ ル ，あるい

はモ ン ゴ ル ・チ ベ
ッ ト関係の 記述内容 に は大 きな相違が

あ る こ と，そ して 18世紀以降に成立 したチベ ッ ト文年代

記が 17世紀 に成 立 した モ ン ゴ ル 年代記，例えば ET 等と

類似す る 記事を有 して い る こ と を確認で きた と思 う。 以

上 の こ とか ら18世紀以降に 成立 す る チ ペ ッ ト文年代記が

17世紀以前に成立 した チ ベ
ッ ト年代記 とその 内容 が 異な

るの は，これ ら の モ ン ゴル 年代記 に影響を受けた結果生

じた とい う仮説 を立 て る こ とが 可 能 と な る。こ の 仮説を

裏付ける もの として ， 以下 にモ ン ゴ ル の 祖先系譜 に 対す

る考察を詳 し く行なっ て み た い。

4 ．チン ギス ハ ン の 祖先系譜に見 られ る歪み

　チ ン ギス の 祖先の 系図を記す資料は，NT を始めとす

るモ ン ゴ ル 年代記 ，
ペ ル シ ャ語年代記 で ある ラシード ・

ウ ッ デ ィ
ーン の 『集史亅 （以下 Ra ．），漢文資料 『輟耕

録亅，『元 史』 太 祖 本 紀 ，宗室世 系表等 と， チ ベ ッ ト年代

記がある 。 こ の うち漢文の 三史料に は，13代目の ボ ン ド

チ ャ ル 以降の 系図 しか記 され て い ない 。 ま た，チ ベ ッ ト

年代記は ボ ル テ ・チ ノ 以降の 直系 の み が 列記 され て い る 。

一
方 Ra．に は ボ ル テ ・チ ノ 以前の 祖先説話 も存在する。

　祖先系譜 の 検討 は
，

小 林 高 四郎 氏 が Ra．の 史料 となっ
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た 『ア ル タ ン
・

テ プ テ ル 』 の 性質究明 の 過程で NT と

Ra ．の 祖先系譜の 違 い を指摘 され た こ とに 始まり （小林

1948）， 村上正 二 氏 が 族祖伝承 を扱 う過程 で や は りNT

と Ra．の 祖先系譜の 違 い に つ い て言及され て い る （村上

1970−76
，
1973＞。

一
方 ，

Ra ，
，
　 NT

，
　 HDT に お ける チ ン

ギス ハ ン の 祖先系譜 の 比較が S，Bira氏 に よ っ て 行われ

て い る （Bira，1977，　 pp ．321−325）。こ の 研 究 は優 れ て

開明的な もの で あ っ た が，時代 の 制約か ら，氏が 使用 さ

れ た HDT （シ ッ キ ム 本）並 び に Ra．の 写本 （Berezin

校訂本）は あまり状態 の よ い もの で は なか 6 た こ とが惜

しまれ る 。 吉田 順
一

氏 は祖先系譜部分 の漢文史料の 相互

関係の 考察と，rア ル タ ン ・テ プ テ ル 』 の 性格の 探求 を

行なっ た （吉田 ，
ユ984）。

　以上述べ た NT ，　 HDT 並 びに Ra．の 対照検討 の 研究

を踏 ま えた上 で，筆者 は チ ベ
ッ ト資料を加えて こ の 祖先

系図に 関 して若干 の 考察 を行 なっ て見 た い と思 う。 以下

の 表 はペ ル シ ア 文史料 Ra ，とチ ベ ッ ト史料 とモ ン ゴ ル 史

料 に み られ るチ ン ギ ス ・ハ ン の 祖先の 系譜を記 した もの

で あ る。Ra．は イ ス タ ン ブール 図書館所蔵の版の焼き付

け を使 用 し （註 4 ），HDT は シ ッ キ ム 本 で は なく近年

中国より出版された印刷本を用 い た （文末略号表参照）。

紙数 の 限 りもあ る の で 17世紀以前 の チ ベ ッ ト年代記 は

HDT ，　 GRM ，　 KGT に よ っ て，モ ン ゴ ル 年代記 は NT ，

ET，18世紀以 降 の チ ベ ッ ト文年代記 は PSJZ をもっ て

代表させ た。

チ ン ギ ス ・ハ ーンの 祖先 の 名称対照表

NT ，1・3，17，23，43・50； Ra．　 pp．9・51； HDT ，　 pp．28・29；

GRM 　 p．21； KGT ．　 p．1413 ； PSJZ ．301a3−b4； ET．

pp．71・76；

（1）　ボル テ ・チ ノ

NT 　B6rte　Cino
Ra，　BUrte　Jina
HDT 　sBor 　ta　che

GRM 　 sPor 　tha　 che

KGT 　 sBor 　tha 　che

ET　B6rte　Cinu．a
PSJZ　Bor　ta　che 　no

（2） バ タチ カ ン

NT 　Bataciqan
Ra．　BEtfiji　Qiy巨n
HDT 　Baa　daa　chii 　gan
GRM 　Ba　chi 　khan
KGT 　Ba　da／ Chi　gan
ET　BatasYan／Bata　caVan

PSJZ 　Pa　ti　sahan ／Ba 　ta　cha 　gan

（3） タ マ チ ャ

NT 　Tamaca

Ra ．　Tamaj

HDT 　Tham　chag

GRM 　Tham 　cha

KGT 　Tham 　chag

Br　Tamacag
PSJZ 　Te 　me 　cag

（4） コ リチ ァ ル ・メ ル ゲ ン

NT　Qoricar　Mergen

Ra．　Qijo　Merkan
HDT 　khyi　ji　mer 　khan
GRM 　Khi　che 　mer 　kh（g）an
KGT 　Khyi　ji　mer 　khan
ET 　QQricar　Mergen
PSJZ　Ho 　re 　char 　mer 　gen

（5） ア ウジ ァ ム ・ボ ロ ル

NT 　A ’
ujam 　Boro’ul

Ra．　Qajam　Buqral
HI］1］La ’

ur 　byang　sbo 　ro
’
01

GRM 　A ’

u　ja（o ）m 　sbo 　ro
’

ol

KGT 　La’u 　ngag 　spo 　rol

ET　AYujam　BoYoroI
PSJZ 　A 　gwo 　cham 　bu’iral

（6） サ リカ チ ャ ウ

NT 　Sali　Qaca’u
ET 　Sali　Qalcaqu
PSJZ　Sa　li　gwal　ja　gwo

’
u

（7）　エ ケ ・ニ ドゥ ン

NT 　Yeke 　NidUn

Ra．　Yeke 　NldUn
HDT 　Pas　ka　ni 　dun
GRM 　E　ke（a ）de　n （

’

）un

KGT 　E　ka　ni　rug

ET　Yeke　Nidttn
PSJZ 　Ye 　khe　nu 　tun

（8）シ ム ・
ソ チ

NT 　Sem 　Soci
Ra．　SemSaaji

HI〕T　Sems　za
’
u　ji

GRM 　Sems　za
’
o　ji

KGT 　Sems 　za 　ba
’
o

ET　Semsoci
PSJZ　Sam 　 su 　 ci

（9）　カ ル チ ゥ

NT 　Qarcu
Ra．　Qali　Qaju
HDT 　Kha 　chu

GRM 　Dab　 chu

KGT 　Kha　chu

ET　Qali　Qarcu
PSJZ　Ha　li　har　 chu

（10） ボ ル ジ ギタイ ・メ ル ゲ ン
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NT 　Borjigidai　Mergen ・・

ET 　Brjigidai　mergen

PSJZ　Bor　ci　gi　ta
’i　mer 　gen

NT 　MongYoljin　Qo
’
a

E　17　MongYoljin　yuu−a

（11）　トル ゴ ル ジ ン ・バ ヤ ン

NT 　TorYoljin　Bayan ・・

BT　TorYaljin　Bayan
PSJZ　Dur　la　cin　paa　yan
NT 　Boroqcin　Qo

’
a

ET　BorVacin　Yuu−a
PSJZ 　Bo 　rog 　chen 　gwa

’
u

（12）　ドブ ン
・

メ ル ゲ ン （脱奔曄哩健）

NT 　Dobun　Mergen・・

Ra，　DObUn　BayAn
HI｝T　Do 　bun　mer 　khan
GRM 　Dor　bun　 cher 　khan
KGT 　Ngo 　mun 　mah

ET　Dobun　1ツ［ergen
PSJZ　To　po　mer 　gen
ア ラ ン ・ゴ ア （阿蘭果火）
NT 　Alan　Qo’a
HI〕ドT　Nag　mo 　a　lan　kho
GRM 　Nag 　mo 　a　lan
KGT　Nag 　mo 　yi　lan
EI　AIun　Yuu−a

PSJZ　btsun　mo 　A 　lon　gwa
（13） ボ ドン ・チ ャ ル （李端叉児）

NT 　Bodoncar 　MunqaY

Ra．　BUdunjar
HDT 　Bo　don　char 　mung 　khan
GRM 　Bo　don　char 　 rnu 　khag
KGT 　Bo　don　chal 　mun 　khag
ET 　Bodancar 　MungqaY

PSJZ　Po　ton 　char 　mong 　hag

（14） バ リ ン シ イ ラ トカ ピチ （八 林昔黒 （里）刺禿合

（哈）必畜＞
NT 　Barim 　si

’
iratu　Qabici

Ra．　BitqA　BOqtaI
H 【〕TGa ’i　chi ／ sBe 　khir
GRM 　Ga　bi　 chi ／ sBe 　kher
KGT 　Ga’i　 chi 　sbi 　khir
ET 　Qabici　baYatur ／ Bekir　baya轡 ＿一一一一．一＿−
PSIZ　Ha 　bi　che 　paa　thur ／Bii　kher　paa　thur

（15） メ ネ ン ・トドン （曄撚篤敦）

NT 　Menen 　Tudun

Ra．　DUtUm 　Menen

HDT 　Ma 　 nan 　tho 　don
GRM ・Ma 　nan 　tho　don

KGT 　Ma 　nan 　tho 　non

ET　Maq ・a　Tudan
PSJZ　Ma 　haa　tho　tan

（16） ハ チ ク ル ク

NT　Qaci　KtilUg

ET 　Qaci　KUIIig
PSJZ　Ha　ci　khu　lug

（17）　カ イ ドゥ （海都）
NT 　Qaidu．

Ra ．　QaidU
H・DT　Ga’i　thu 　gan

GRM 　Ga’i　thu 　gan
KGT 　Ga’

i　thug 　ga

（18） バ イ ソ ン クル （拝姓 （住）怱児）
NT 　Bai　Singqor　DoqSin

Ra．　B 且i　SunkqOr

HDT 　Ba’i　shing ／Khor　dQg　shing

GRM 　Ba’i　shlng 　thor　dog　shlng

KGT 　Bi’i　shing ／Khor　thog 　shing

ET　Bayi　singqor 　DoYsin
PSJZ　Bii　shing 　hur　tQg　shin

（19）　トム ビ ネ ・
セ チ ェ ン （敦必 乃）

NT　Tumbinai　Secen
Ra，　TUmbena 　Kh亘n

HDT 　Dum 　bi　na
’
i　khan

GRM 　Bu　dum 　bi　na （i）
’i　khan

KGT 　Du 　ma
’bi　ha’i　gan

ET　Tumbinai 　Secen
PSJZ　HQm 　pa　na

’i　che 　chen

（20） カ ブ ル ・ハ ン （葛不律寒）
NT 　Qabul　Qan
Ra，　Qabul　Khan
HDT 　Ga　bu　la　khan
GRM 　Gal　bu　khan
KGT 　Ga’u 　la　ban
ET　Qabul　Qan
PSJZ 　Ha 　bul　rgyal 　po

（21） バ ル タ ン
・バ ートル （八 哩 （里）丹）

NT 　Bartam 　Ba’atur
Ra．　BartAn　BahAdur

HDT 　Bar　than 　ba　dur
GRM 　Bar　than 　ba　dUI

KGT 　Bar　than 　pa
’
ur

Eemr　Bardam 　BaYatur

PSJZ　BaT　ta皿 paa 　thur

（22） エ ス ゲイ ・バ ー
トル （也速該）

NT 　YesUgei　Ba
’
atur

Ra．　Ylsikai　BahaClur
HDT 　Ye 　sur 　ga　ba　dur

GRM 　Ye 　bun　ka　ba　dur
KGT 　Ye　bur　ga　ba　par
ET　Yistigei　BaYatur
PSJZ 　Ye 　su 　khe’i　paa　thur

　17世紀 以 前の資料は 言語 に よ っ て 分 け れ ば
， 漢文 の 三

史料，モ ン ゴ ル 年代記 NT ，ペ ル シ ャ 語史料 Ra．， チ

ベ ッ ト語 の 各種年代紀 と4 系統に分か れ る 。 そ こで，ま
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ず こ れ らの 史料 の 相互関係 を検討す る 中で，記述内容に

よ っ て ど の よ うなグル
ー

プ に分ける こ とが で きる か を

探 っ て 行 きたい と思 う。

　 表の 6 番の サ リ カチ ャ ウ と10番 の ボ ル ジギ タイ ・メ ル

ゲ ン，ユ1の トル ゴ ル ジ ン ・バ ヤ ン と16の ハ チ ・ク ル ク は

NT と ET に は 現 れ る が，　 Ra，と17世 紀以 前 の チ ベ ッ ト

年代記 に は こ の 四人 の 人物は 現 れ ない こ と （註 5 ），ま

た NT と ET で は コ リチ ャ ル ・メ ル ゲ ン とさ れ て い る 人

物が ，チベ
ッ ト文献 と Ra．で は キ ジ ・メ ル ゲ ン 並 び に キ

ジ ュ
・メ ル ゲ ン と極 め て 近 い 音 を有 し て い る こ と （4

番），また NT と ET 並 び に 漢文資料 で はバ リ ン ・シ イ

ラ ト・カ ピチ と称される人物が，Ra．とチ ベ
ッ ト資料で

は ハ ビチ ・バ ー
トル と そ れ を継い だベ キ ル ・バ ートル と

い う二 人の 人物 を挙げ る点 で一致して い る こ と （14番），

また，トン ビナ イ ・セ チ ェ ン は NT と ET で は トン ビナ

イ ・セ チ ＝ ン ，漢文資料で は トン ビ ナ イ と記 され るが，

チ ベ
ッ ト年代記 とRa．で はハ ン号 をつ けて トン ビネ ・

ハ

ン と記 されて い る こ と （19番）等の 諸点か ら，記述内容

に よ っ て 分ける と先 ほ どの 4言語資料 は
，
17世紀以前の

チ ベ
ッ ト年代記 （註 6 ）と Ra ．，　 NT と ET と漢文資料

の グ ル
ープ との 二 系統 に 分 か れ る こ とが 判 る。ペ ル シ ャ

とチベ
ッ トとい う全 く異な っ た 国で 元朝崩壊後比較的初

期 に成立 した二史料が一致して い る こ と と
，
NT の 英 雄

叙事 詩 的 性 格 を 考 え 合 わ せ た 場合 （註 7 ），Ra ．とチ

ベ
ッ ト年代記 の グル

ー
プが示す祖先系譜の方が，NT の

示す祖先系譜 よ りも作為 の す くな い 段階に あ る と言える

か もしれ ない 。

　で は PSJZ並 び に それ を踏襲 した18世紀以降の チ ベ ッ

ト文年代記 TGM
，
　 HBC は どちらの グ ル ープ に近 い の

で あ ろ うか 。 6 ，
10，11，16番の 人名は Ra．とチベ

ッ ト

資料 に は現れず NT と ET に は現 わ れ て い る 人物で あ る

が，い ずれ も PSJZ に は存在 して い る 。 また，4 番の 人

名の綴 りも PSJZ は NT や ET に 現れ る綴 り 「コ リチ ャ

ル ・メ ル ゲ ン」 に 従 っ て い る。同様の こ と は 2 ，5 ，8
，

9
，
14

， 15， 19番につ い て も言える 。 これ らの 比較から，
PSJZ の 記述 乃 至 表記法 は，必ず NT 並 び に ET と

一
致

した 記述 を して い る こ とが分か る。

　さらに 詳 しい 比較 を行なうと，PSJZ の 記述 は NT よ

りもET に よ っ て い る こ とが 判明す る 。 例 え ば 14番 の 人

物 を見 る と，こ の 人物 は NT と ET で は 説が分か れ ，

NT で はバ リ ン
・シ ィ ラ ト

・カ ピチ と い う人物で ある が，

ET で は こ の 人物 の 代わ りに ハ ビ チ ・バ ートル と，ベ キ

ル ・バ ー
トル とい う二 人 の 人物が 入 る 。

一
方，PSJZ の

記述 は ET の 方に従 っ て い る の で あ る 。同様 の こ とは 2 ，
9 ，15番に つ い て もあて は まる。 以上の こ とから PSJZ

の 作者 ス ム パ ・
ケ ン ポ は，モ ン ゴ ル の祖先の系図作成 に

関 して ET を資料 にして い た と結論 で きる と思 う。

お わ り に

　 以上，僅 か 4 つ の 例 で は ある が，17世紀以前 と18世紀

以 降で は チ ベ ッ ト文献 に お ける モ ン ゴ ル の章の 記述 内容

が異なるこ と，そ して その 違 い は モ ン ゴ ル 年代記 の 影響

に よ っ て 生 じた 可 能 性 が存在す る こ と を述べ て きた 。 無

論，筆者の 検索 の 及 ば ない ，乃至は既 に現在 は 失われた

何等か の チ ベ ッ ト文献が モ ン ゴル の 年代 記 の 記 述 に影響

を与えた とい う可 能性 は捨 て きれ ない
。 しか し，本稿で

扱 っ た少な くと も 3 つ の 例 は全 て チベ ッ トとモ ン ゴル と

の 接触が テ
ー

マ に な っ て い る もの で あ る こ とは注意すべ

きで ある 。 始め に記述に歪み を生 じたの が チ ベ
ッ ト文献

で あれモ ン ゴ ル 文献 で あれ，そ れ は チ ベ ッ トとモ ン ゴ ル

が接触す る こ とに よ っ て起 きた もの で あ る こ とは疑問の

余地 の な い こ とで あ る 。 以 上 本稿が指摘 した事実 に よ り，

元朝 に お ける 仏教史の 研究 に 際 して は後代に成立 した文

献を安易 に用 い る こ とは避ける べ きで ある こ とが提起 さ

れ たと思 う。 今後さ ら に，17世紀 に本格化す るチ ベ ッ ト

とモ ン ゴ ル の 接触 が チ ベ ッ トの 従来の 史観に どの よ うな

変容 を生 じせ しめたかにつ い て研究 を重ねて行きた い と

思 う。

（1 ＞

（2）

（3 ）

（4）
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註

モ ン ゴ ル 年代記 が チ ベ ッ ト史料を原典と して 用 い

て い た こ と は
，

モ ン ゴ ル 年代記 の ロ プサ ン ・ダ ン

ジ ン の 『ア ル タ ン ・トプチ亅や 『ア サ ラ ク チ ・ネ

レ テ ィ ン ・テ ウ ケ』等の 例 に お い て W ．Heissig

氏 並 び に筆者 が 文献学的に明か に して い る （W ．

Heissig，1957；石 浜 1986）。

18世紀以降 に 成立 し たチ ベ
ッ ト年代記 PSJZ，

TGM ，　 HBC はチ ペ ッ ト語で 書 か れ て は い る もの

の ，成立 地 が 青海 で あ り， 筆者 も TGM の トガ ン

を除けば皆 モ ン ゴ ル 人で あ る こ とから （石浜1986，
P，18，　n，1）， 純粋 な チ ベ

ッ ト年 代記 と は言 い 難 い

側面 が有る 。 そ の た め本稿で は 18世紀以降 に成立

したチ ベ ッ ト年代記 は チ ベ ッ ト文年代記 と して 伝

統的な チ ベ ッ ト年代記 との 微妙な差異を表した 。

チ ン ギ ス ・ハ ン の ク ン ガーニ ン ポ招請に 関する

PSJZ の 記述 は TGM に 引 き写 さ れ た こ と，ま た

PSJZ の そ の 記述 が ET に よ る可能性があ る こ と

は福田 氏 に よ っ て 指摘 され て い る （福 田 1986a，

p．3；1986b，　pp．76−78）

Ra ．の 祖先系譜の 人名表記は早稲田 大学の 宇野伸
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（5 ）

（6 ）

（7 ）

弘氏 の 御教示 に よ る もの で あ る 。

こ の こ とか ら村上正二 氏 は こ の 四人 の 存在 を疑問

視さ れ て い る （村上 1970−1976，p11 ，13−14，50

並 び に巻末 の モ ン ゴ ル 部族 の 系図参照）。

チ ベ ッ ト年代記 も初期 に 成立 した HDT と最後 に

成立 した KGT とで は ， その 記述 に 明か に 精粗 の

差 が あ る。祖先系譜 をみ れ ば分 か る 通 り，TNG

に始 ま る モ ン ゴ ル 王 統 の 誤記 は KGT に 引き継が

れ，KGT の 綴 りで は 元 の モ ン ゴ ル 名が全 く復元

で きない 状態 とな っ て い る。また，こ こ で は 史料

を挙 げて い ない が，成立 の古い GRM で す らチ ン

ギ ス
・

ハ ン の 末子で あ る トロ イの 妻の サ イ ン
・

エ

カ を， トロ イの 子 と誤解 して お り， 正 しくトロ イ

の 妻 と解釈する HDT との 食 い 違 い に 悩 ん だ

KGT の 著者は，相互 に 矛盾する 記述 を KGT に

残 して い る 。 こ の よ うに，チベ ッ ト年代記 に も時

代 を経たこ とから生ずる，誤転写，誤解 は ある 。

しか し，本発表で 取 り上 げ た 4 つ の 例 にみ る大 き

な違い に比 べ れ ば，一定の範囲内に お けるずれ と

して 片付け られ る問題 と言えよ う。

吉 田 氏 は NT を漢文史料等 と比較検討す る こ と

に よ り，NT は年代記 的体裁を有して い るが ，忠

実 な歴 史記述 ， 年代記的技術 を意図 した もの で は

なか っ たと結論され，NT の 年代上 お よ び意味内

容上 の ゆ がみ や 誤 りは NT の 英雄叙事詩的性格

と 関係す る か も し れ な い と さ れ て い る （吉 田

1968）。

略号一覧 （書名，著者名，著作年次，出版地，出版年）

ET 　 『エ ル デ ニ ・イ ン ・ト プ チ 』 蒙 古 源 流 SaYan

　 secen ，1662
，
　Erdeni　yin　tobcL 　Monumenta　Historica，

　 Tomus 　I．　Facs．1．，　Ulan　bator，1961．

NT 　 『モ ン ゴ ル 秘史』 1 − 3 巻，村 上 正 二 ，平凡社，

　 1970−1976年

Ra，　 『集史』，　 The　Successor　of　Genghis　Khan，　J．A ．

　Boyle
，
　London 　New 　Yerk

，
1971．

HDT 　 rテ プ テ ル マ ル ポ』 赤 冊 ，
　 Kun 　dga

’
rdo 　 rje

，

　1346 − 1363，　Deb　ther 　dmar　po，民族出版社，1981．

GRM 『ゲ ル ラ プ ・セ ル ワ イ
・

メ ロ ン 亅王 統 明示鏡，

　bSod　 nams 　 rgyal 　 mtshan ，　 rGyal 　 rabs 　gsal　 ba
’
i　 me

　long，1368，　B ．1．Kuznetsov ，　Scripta　Tibetana　I．　Leiden

　 1966．

HBC 『蒙古仏教史』
’
Jigs　med 　rig 　pa

’
　i　rdo 　rje，　Hist。 ry

　of 　Buddhism 　in　Mongolia ，　Louis　Ligeti，　New 　Delhi，

　 1981．SPS．　Vol．271．

KGT 『ケ
ーペ ーガー ト ン 』 賢 者 の 宴，　 dPa　bo　gtsug

　lag ’

phreng　 ba，1545−65，　 Chos ’byung　 mkhas 　 pa
’ i

　dga’ston，1545−65，民族出版社，1986．

PSJZ 「パ ク サ ム ・ジ ョ ン サ ン 』，　 Ye　shes 　dpal’byor，

　
’
Phags　yul　rgya 　nag 　 chen 　po　bod　dang 　sog 　yul　du

　dam 　pa
’ichos ’byung　tshul 　dPag　bsam 　ljon　hzang

，

　 1748，EditeCl　in　COIIected　Works　of 　Sum −pa−mkhan ．po

　by　Lokesh　Chandra，　Vol．1 （Ka ），SPS，　 Vol．214，

　New 　Delhi，1979．

TGM 『
一

切宗義善説水晶鏡』，　 Thu ’
　u 　bkwan 　blo　bzang

　 chos 　kyi　 nyi 　ma ，　Grub　 mtha
’
thams 　cad 　kyi　khungs

　dang’dod　tshul　ston 　pa　Legs　bshad　shel 　gyi　me 　long，

　 1800− 1802
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